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女ことば・男ことばの研究
― 差異と変遷 ―
　　　　黒　須　理紗子　
１．はじめに
　日本語には、女性が主に使用する女ことばと、男性が主に使用する男ことばが
あり、日本語の男女差は、日本語を特徴づけるものの一つであった。しかし、近
年、日本語の男女差は縮まり、ことばの中性化が進んできていると言われている。
　そこで、本稿では、戦後から現在にかけての小説に見られる女ことばと男こと
ばを分析し、女ことばと男ことばの差異と変遷について考察する。
　分析する項目は、性差が現れやすい人称詞と文末詞、それに感動詞とする。そ
れぞれの年代の小説に登場する男女が使用する各品詞の種類やその使用頻度の差
異を年代ごとに比較することで、当時の人々が男性的だと捉えたことば遣い・女
性的だと捉えたことば遣いを分析する。また、その男女のことばの差異の表出の
度合いについて男性作家の作品と女性作家の作品で比較を行い、それぞれが男性
的だと捉えることば遣い・女性的だと捉えることば遣いも見ていく。
２．調査方法
2.1　調査対象
　1946～ 2005年を 10年ごとに６つのグループにわけ、『出版年鑑』のベストセ
ラー一覧等から各年代で日本文学を10作品（男性作家の作品と女性作家の作品を
各5作品ずつ）ずつ選出する。選出された計60作品について、冒頭から男女各100
発話（「　」で囲われているものを１発話、句点や疑問符で区切られるものを１文
とする）ずつを調査し、年代ごとに比較する。なお、調査の対象とする作品とそ
の作中の発話には、以下の条件をつける。
　　作品：①日本人作家による作品　②フィクション
③場面は当時にとっての「現代」
④男女が最低１人ずつ登場する　⑤一人の作家につき１作品
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　　発話：①幼児語や老人語を避け、中学生～60歳未満同士の会話を対象とする
②調査対象は標準語とし、方言の発話は除外する
③年齢による使用語彙に相違が生じるのを避けるため、描かれている
場面から数年以上前の回想シーンの発話は除外する
④発話数が極端に少ない人物の発話は除外する
以上から選出された調査対象となる作品は以下のとおり。
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2.2　調査項目
　データ中に現れた人称詞・文末詞・感動詞を以下の観点から分析する。ただし
⑤については、文末詞や感動詞ではあまり結果に影響が無かったので、人称詞で
のみ分析の観点に加えた。
　①話し手の性別　女性／男性
　②話し手の年齢　若い（40歳未満）／年配（40歳以上）
　③聞き手の年齢　年上（聞き手が話し手よりも年上）／年上以外（聞き手が話
し手と同年齢、もしくは、話し手よりも年下）
　④話し手と聞き手の性別　同性／異性
　⑤話し手と聞き手の関係　兄姉／弟妹／夫婦／親／子／親類／恋人／友人／知
人／先生／生徒／上司・先輩／部下・後輩／同僚・
級友／初対面
　⑥書き手の性別　女性作家／男性作家
３．女ことばと男ことばの差異
3.1　人称詞
　本調査で得られた結果より、各人称詞の使用比率を男女で比較すると、自称詞
は図１に、対称詞は図２のようになる。なお、図中の括弧内の数値は各人称詞の
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出現回数を示している。以下の図においても同様とする。
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　上記結果より、各人称詞を＜女性的＞＜男性的＞＜男女共通＞に分類すると、
以下のようになる。（分類にあたり、出現回数が10例以上の人称詞に限定し、全
年代における各文末詞の男性による使用数を男女合わせた使用数で割り、男性に
よる使用率が20％未満のものを＜女性的＞、20～79％のものを＜男女共通＞、80
～100％のものを＜男性的＞とした。なお、使用率については小数点以下を切り捨
てて算出した。）
　《自称詞》 ＜女性的＞　「（名）」「あたし」「わたし」「私」「わたくし」
＜男性的＞　「おれ」「ぼく」
＜男女共通＞「（血縁）」
　《対称詞》 ＜女性的＞ 「あなた」
＜男性的＞　「（姓）」「きみ」「おまえ」
＜男女共通＞「（愛称）」「あんた」「（名＋）くん・さん・ちゃん」
「（姓＋）くん・さん」「（血縁）」「（役割）」
　「（血縁）」は「お母さん」「叔父さん」など親類縁者に対して使用するものを指
し、「（役割）」は「先生」「小父さん」「奥さん」など社会的地位を示すものなどを
指す。
　また、出現率の高い人称詞の主な使用状況をまとめると、以下のとおりとなる。
《自称詞》
　「私」　最も出現率が高いが、その使用率は女性が92％、男性が８％で、ほぼ女
性によって使用されている。女性は、全年齢の女性が使用するが、男性
は年配男性による使用が多い。
　「ぼく」 ２番目に出現率が高いが、女性による使用は１例も見られなかった。
若い男性が比較的異性に対して多く使用するが、使用相手をあまり選
ばない。
　「おれ」 ３番目に出現率が高いが、「ぼく」同様、女性による使用は１例も見ら
れなかった。全年齢の男性が使用するが、年配男性は「ぼく」よりも
頻繁に使用する。使用相手をあまり選ばないが、家族以外の目上に対
してはあまり使用しない傾向がある。
　｢わたし」　４番目に出現率が高いが、男性による使用は８例しかなく、96％は
女性によって使用されている。全年齢の女性が使用し、「あたし」に
比べフォーマルで、改まった場所で使用する傾向がある。
　「あたし」　５番目に出現率が高いが、男性による使用は１例しかなく、99％は
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女性によって使用されている。若い女性が頻繁に使用しており、砕
けた話し方をしていい人に対して使用する傾向がある。　
《対称詞》
　「あなた」 最も出現率が高いが、その使用率は女性が80％、男性が20％で、ほ
ぼ女性によって使用されている。女性は使用者と使用相手はあまり
選ばないが、男性は年配男性が多用する。
　「きみ」 ２番目に出現率が高いが、女性による使用は４例しかなく、99％は男
性によって使用されている。年配男性が多用し、目上の人に対して使
用する事は滅多に無い。
　「あんた」 ３番目に出現率が高く、その使用率は女性が60％、男性が40％で、
人称詞の中ではあまり男女の区別なく使用されている。女性は全年
齢の女性が使用するが、男性は若い男性が主に使用する。砕けた話
し方をしていい人や敬意を必要としない人に対して使用する傾向が
ある。
　「おまえ」 ４番目に出現率が高いが、女性による使用は１例しかなく、99％は
男性によって使用されている。全年齢の男性が使用し、ごく親しく
敬意を必要としない人に対して使用する傾向がある。
　なお、本稿の調査結果と、小説・戯曲をデータに人称詞について調査した芝
（1974）の調査結果を比較すると、以下の共通点及び相違点が挙げられる。
　　《共通点》：女性が使用する人称詞は、「私」「わたし」「あたし」「あなた」が
大部分を占めている。一方、男性が使用する人称詞は、「ぼく」「お
れ」の使用が大部分を占めており、対称詞では「きみ」の使用が
最も多い。
　　《相違点》：女性が使用する人称詞は、本稿の調査結果の方が芝（1974）の調
査結果に比べて「私」が多く、その分「あたし」が少ない。また、
本稿の調査ではほとんど見られなかった「おまえ」が、芝（1974）
の調査結果では「あんた」と同程度使用されている。一方、男性
が使用する人称詞は、本稿の調査結果の方が芝（1974）の調査結
果に比べて「おれ」「あんた」が多く、その分「ぼく」が少ない。
以上の違いが、調査対象の違いによるものなのか、調査した年代
の違いによるものなのか、今後さらに研究を進めていくべきであ
ろう。
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　また、ことばの男女差について実態調査を行った安田・小川・品川（1999）の
調査結果と比較すると、本稿の調査結果では全く見られなかった「うち」、ほとん
ど見られなかった「（名）（自称詞）」「おたく」の使用が多く見られた。この調査
結果の違いは、調査した年代の違いも影響していると思われるが、実際の会話と
小説の会話という調査対象の違いによる影響が大きいと思われる。
3.2　文末詞
　全年代における各文末詞の使用頻度を男女で比較すると、図３のようになる。
　なお、各文末詞を＜非常に女性的＞＜女性的＞＜中性的＞＜男性的＞＜非常に
男性的＞に分類すると、以下のようになる。（分類にあたり、全年代における各文
末詞の男性による使用数を男女合わせた使用数で割り、男性による使用率が20％
未満のものを＜非常に女性的＞、20～39％のものを＜女性的＞、40～59％のもの
を＜中性的＞、60～79％のものを＜男性的＞、80～100％のものを＜非常に男性
的＞とした。なお、使用率については小数点以下を切り捨てて算出した。）
　＜非常に女性的＞　かしら・だわ・ますわ・ちょうだい・ですの（？）・ですも
の・ですよね・ですわ・てよ・なの・なのね・なのよ・の・
のね・のよ・のよね・ものね・（名詞＋）よ・わ・わね・わ
よ
　＜女性的＞ だもの・なの？・の？・もの・よね
　＜中性的＞ ですか（？）・ね・ますか（？）
　＜男性的＞ だよね・ですね・ですよ・ますね・ますよ・ （動詞＋）よ
　＜非常に男性的＞　か・か？・かい・かな・かね・かよ・さ・ぜ・ぞ・だぞ・だ
ぜ・ な・だね・たまえ・だよ・ですな・な・や
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《女性が使用する文末詞》
　　女性が使用する文末詞は＜非常に女性的＞＜女性的＞なものが大半を占めて
いたが、若い女性の方が＜女性的＞な文末詞の割合が多く、年配女性の方が
＜中性的＞＜男性的＞な文末詞を使用する傾向があった。これは、本調査では
＜中性的＞に分類された「ですか（？）」「ますか（？）」と、＜男性的＞に分類
された「ますね」「ますよ」「ですね」「ですよ」といったデス・マス体の文末詞
を年配の女性が多用していることが影響していると思われる。若い女性による
デス・マス体の使用率が約５％であるのに対し、年配女性による使用率は約21
％に上ったことから、年配女性は＜女性的＞な文末詞の使用は若い女性に比べ
て少ないものの、若い女性よりも敬語を多用していることが分かる。
　　また、女性は年上に対して話すとき、同年や年下に対して話すときよりも
＜女性的＞な文末詞使用の割合が少なく、その分＜中性的＞な文末詞の割合が
多くなった。だが、聞き手の性別によって使用する文末詞に大きな差は見られ
なかった。
　　以上より、女性は自分の年齢、聞き手の年齢によって使用する文末詞を使い
分けているが、聞き手の性別による使い分けは行っていないことが分かる。
　《男性が使用する文末詞》
　　男性が使用する文末詞も女性と同様、＜男性的＞＜非常に男性的＞と、自分
の性別らしい文末詞が大半を占めていた。若い男性の方が年配男性よりも＜女
性的＞な文末詞の割合が若干多かったが、若い男性と年配男性で使用する文末
詞に大きな差は見られず、話し手の年齢による差は女性のときほど見られな
かった。だが、男性は年上に対して話すとき、同年や年下に対して話すときよ
りも＜非常に男性的＞な文末詞使用の割合が少なく、その分＜男性的＞＜中性
的＞な文末詞の割合が多くなる、という傾向が見られた。また、同性に対して
話すときよりも、異性に対して話すときの方が、＜女性的＞な文末詞使用の割
合が多く、やわらかい表現を使用している傾向が見られた。
　　以上より、男性は聞き手の年齢や性別によって使用する文末詞を使い分けて
いるが、自分の年齢による使い分けは行っていないことが分かる。
　　なお、本稿の調査結果と、自然談話をデータに文末詞について調査した井出
（1979）の調査結果を比較すると、以下の共通点及び相違点が挙げられる。
　　《共通点》：「わ」「なのね」「かしら」「ぜ」「ぞ」などの使用には、絶対的性差
があるという結果が得られた。
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　　《相違点》：本稿の調査では、絶対的性差が見られない文末詞も、どちらか一
方の性別による使用の方が多いなどの偏りが見られたのに対し、
井出（1979）の調査では、絶対的性差の見られない文末詞は男女
両方に同程度使用されている。話しことばであれば聞き手も音声
で判断できるが、書きことばには音声が無いため、誰による発言
なのかが分かりづらい。こういった書きことばと話しことばによ
る違いが、本稿と井出（1979）の調査結果の違いにも影響したの
であろう。
3.3　感動詞
　全年代における各感動詞の使用頻度を男女で比較すると、図４のようになる。
　また、感動詞も文末詞と同様に分類すると、以下のとおりとなる。
　＜非常に女性的＞ ああ（理解）・あら・あらまあ・いいえ・ううん・ええ・ちょっ
と・ねえ・まあ
　＜女性的＞ あの・そう（理解）・はい
　＜中性的＞ いえ・えっ・さあ・そう（同意）・はあ・ほら
　＜男性的＞ あれ・うん・ふうん・へえ
　＜非常に男性的＞ ああ（同意）・いや・うむ・おい・おや・なあ・ほう
《女性が使用する感動詞》
　　女性が使用する感動詞は＜非常に女性的＞な感動詞が大半を占めており、女
性の方が男性よりも自分の性別らしい感動詞を使用している。また、年配女性
の方が若い女性よりも女性的な感動詞を頻繁に使用しており、年上の人に対し
て話すときの方が年下や同年齢の人に対して話すときよりも女性的な感動詞を
多用する傾向が見られた。だが、聞き手の性別による感動詞の使い分けは見ら
れなかった。
《男性が使用する感動詞》
　　男性が使用する感動詞は＜男性的＞＜非常に男性的＞な感動詞が大半を占め
ており、年配男性の方が若い男性よりも男性的な感動詞を多用する傾向が見ら
れた。また、年下や同年齢の人に対して話すときの方が年上の人に対して話す
ときよりも男性的な感動詞を多用する傾向、年配の人の方が若い人よりも男性
的な感動詞を多用する傾向が見られた。さらに、男性は女性と違い、同性と話
すときの方が異性と話すときよりも男性的な感動詞を多用する傾向が見られた。
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　なお、感動詞を男女別に比較した研究は管見では見当たらなかったが、「ほう」
に関しては、冨樫（2005）が「「ほう」と結びつきやすい話者のイメージは、男性
でかつ年配者であろう」と述べており、本稿の調査結果でも同様の結果が得られ
ている。
3.4　まとめ
　自称詞は、＜女性的＞な自称詞の方が＜男性的＞な自称詞よりも種類が多く、
反対に、対称詞は、＜女性的＞な対称詞よりも＜男性的＞な対称詞の方が種類が
多かった。
　文末詞は、＜非常に女性的＞な文末詞の種類が圧倒的に多く、次に＜非常に男
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性的＞な文末詞の種類が多かった。その中間である＜女性的＞＜中性的＞＜男性
的＞な文末詞は種類が少なく、分類できた54種類のうち14種類しかなかった。そ
の中でも、＜中性的＞＜男性的＞な文末詞は敬語表現である「です」や「ます」と
文末詞の基本体が合わさったデス・マス体が多かった。なお、基本体とデス・マ
ス体の違いについて本稿の調査で得られた結果をまとめると以下のようになる。
　　「か？」＜非常に男性的＞ →「ですか？」「ますか？」＜中性的＞
　　「の？」＜女性的＞ →「ですの？」「ますの？」＜非常に女性的＞
　　「名詞＋よ」＜非常に女性的＞ →「ですよ」＜男性的＞
　　「ね」　＜中性的＞ →「ですね」「ますね」＜男性的＞
　感動詞は、＜女性的＞な感動詞の種類も＜男性的＞な感動詞の種類も同数あり、
項目に数の偏りはなかった。
４．女ことばと男ことばの変遷
4.1　人称詞
　各年代ごとの主な人称詞の使用数および使用率を比較すると、表１、２のよう
になる。
　女性が使用する自称詞は、「あたし」の使用率が４％から36％へ一旦増加し、近
年ではまた７％へと減少している。逆に、「私」と「わたし」合計使用率が89％か
ら50％へ一旦減少し、近年ではまた92％へと増加してきている。３章より、「あ
たし」は砕けた話し方で、「私」「わたし」の方が「あたし」よりもフォーマル度
が高いことから、女性の自称詞は一旦フォーマル度が低く緩やかになったものの、
また改まったものになってきていることが分かる。一方、女性が使用する対称詞
は、昔は女性に対して「あなた」を、男性に対して「あなた」「（役割）」を主に使
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用していたのに対し、現在では「あなた」以外の対称詞は、様々な種類のものを
ほぼ均等に使用するようになっていた。３章より、「あなた」は使用相手を選ばな
いフォーマル度が高い対称詞であることが分かった。また、「（役割）」は公的な呼
称であることから、フォーマル度が高い対称詞であるといえよう。さらに、昔は
使用率が０％であったのに現在では全体の10％を占める「（愛称）」は、親しい人
に対して親愛の気持ちを表す呼称であると言えよう（1966年から75年にかけて一
旦使用率が増加しているように見えるが、出現数43例のうち39例が同一人物によ
るものなので、そのことを勘案すると、1956年以降劇的な使用率の変化はないと
言えよう）。以上より、女性が使用する対称詞は現在に近づくにつれて砕けたもの
になっていっていることが分かる。
　それに対し、男性が使用する自称詞は、近年になるにつれて「おれ」の使用率
が６％から67％へ増加し、かわりに「ぼく」の使用率が89％から27％へと減少し
ている。３章より、「ぼく」よりも「おれ」の方がフォーマル度が低いことから、
男性が使用する自称詞は現在に近づくにつれて砕けたものになっていっているこ
とが分かる。一方、男性が使用する対称詞は、「あなた」の使用率が20％から９％
へ減少し、その分「あんた」や「きみ」が使用されるようになってきている。３
章より、敬意を必要としない親しい人に対して使用する「あんた」や目上の人には
使用しない「きみ」の方が、「あなた」よりもフォーマル度が低いため、男性が使用
する対称詞は現在に近づくにつれて砕けたものになっていっていることが分かる。
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4.2　文末詞
　各年代ごとの文末詞の使用数および使用率を３章で分類した項目ごとに比較す
ると、表３のようになる。
　女性が使用する文末詞は、＜非常に女性的＞な文末詞の使用率が現代に近づく
につれて67％から49％へ減少し、かわりに＜女性的＞な文末詞の使用率が10％か
ら20％へ増加している。
　一方、男性が使用する文末詞は、＜女性的＞＜非常に男性的＞な文末詞の使用
率が現在に近づくにつれてそれぞれ４％から７％へ、42％から53％へ増加し、か
わりに＜中性的＞な文末詞の使用率が23％から14％へ減少している。また、３章
より、本稿の調査結果から分類された＜中性的＞な文末詞はデス・マス体のもの
が多いことが分かったので、現在の男性の文末詞は硬い表現が減少し、やわらか
い表現と粗野な表現に二極化していることが分かる。
　各文末詞ごとに見てみると、昔は使用されていた「てよ」「ですわ」「て？」「た
まえ」が現代では全く使用されなくなり、現代で使用されている「のよね」「かよ」
は昔は全く使用されていなかった。本稿の調査結果では「てよ」「ですわ」「で？」
は＜非常に女性的＞な文末詞に、「たまえ」は＜非常に男性的＞な文末詞に分類さ
れている。このことから、現在では絶対的性差のある文末詞を使用しなくなって
きていることが分かる。現代女性の「てよ」の不使用については遠藤・尾崎（1998）
でも指摘されており、本稿の調査でも先行研究と同様の結果が現れたことを確認
できた。
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4.3　感動詞
　各年代ごとの感動詞の使用数および使用率を３章で分類した項目ごとに比較す
ると、表４のようになる。
　女性が使用する感動詞は、現代に近づくにつれて＜非常に女性的＞な感動詞の
使用率が85％から42％へと減少し、かわりに＜中性的＞＜男性的＞な感動詞の使
用率がそれぞれ８％から22％へ、１％から18％へと増加している。
　一方、男性が使用する感動詞は、現代に近づくにつれて＜非常に女性的＞な感
動詞の使用率が17％から３％へ減少し、＜中性的＞＜男性的＞な感動詞の使用率
がそれぞれ10％から20％へ、28％から31％へと増加している。また、＜非常に男
性的＞な感動詞の使用も徐々に減少してきている。
4.4　まとめ
　女性は現代に近づくにつれて硬い表現から砕けた表現になり、以前は男性専用
とされていた表現への侵食が目立った。男性は現代に近づくにつれて硬い表現と
高圧的な表現が減少し、やわらかい表現と粗野な表現に二極化している。人称詞・
文末詞・感動詞全てにおいて、男性と女性が使用する表現に幅が広がっている。し
かし、＜非常に女性的＞な表現への男性の侵食、＜非常に男性的＞な文末詞へ女
性の侵食は見られなかった。
　また、先行研究でも指摘されてきている、女性による文末詞「わ」の使用の減
少、男性による文末詞「か」の使用の減少、女性による「ぞ」「ぜ」の不使用、男
性による「わ」の不使用、は本稿の調査でも同様の結果が得られた。このことか
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らも、絶対的性差のある文末詞の使用の減少と、男女のお互いの絶対的性差のあ
る文末詞への不可侵が確認できた。
　以上より、現代のことばは、絶対的性差の見られる表現と、性差がほとんど見
られない表現に二極化している傾向があるといえる。
５．女性作家と男性作家の相違
　紙幅の都合で詳しくは書けないが、全体としては以下のような傾向がある。
　女性作家の描く女性は、男性作家の描く女性よりも砕けた話し方をしており、
＜中性的＞＜男性的＞な語をより多く使用している。逆に、男性作家の描く女性
は、女性作家の描く女性よりも丁寧な話し方や甘えを見せる話し方をしており、
＜女性的＞な語をより多く使用している。女性作家の方が現実の女性の話し方が
中性化していることを認識し、それを小説の中の女性のことばにも反映させてい
るが、男性作家は依然として女性には女性らしいことばを使用してほしい、とい
う願望があるようだ。
　女性作家の描く男性は、男性作家の描く男性よりも砕けた話し方をしており、
＜女性的＞な語をより多く使用している。男性作家の描く男性は、女性作家の描
く男性よりも丁寧な話し方をしている一方、粗野な話し方もしている。これは、３
章の調査結果から、男性は女性に対しては丁寧な話し方を、男性に対しては粗野
な話し方をしている、という傾向が見られたことから、男性作家の描く男性には
その傾向がより顕著に現れたのだと思われる。男性作家が描く男性の方が、女性
作家が描く男性よりも、より現実の男性の話し方に近いことばを使用しているよ
うだ。
　ことばの男女差がなくなってきていることを男女ともに容認しているものの、
男性のほうが女性には女性らしいことば遣いをしてほしい、という願望があるこ
とが伺える。
６．おわりに
　本稿では、現代日本の小説の会話文に現れた人称詞・文末詞・感動詞をもとに、
女ことばと男ことばの差異と変遷について考察した。
　小説は、それが誰による発言なのかを読者に分かりやすくするため、女性には
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女性らしいことば遣いを、男性には男性らしいことば遣いをさせる傾向がある。
今回の調査では小説60作品、しかもその中の男女各100発話ずつしか調査できな
かった。よって、今回の結果をそのまま実際のことば遣いと同等のものとして考
え、その時代に書かれた小説の特徴そのものとして受け入れることは出来ない。
だが、その当時の人々に求められた男女のことば遣いの傾向を見ることは出来た
のではないかと思われる。
　女ことば・男ことばを体系づけるには本稿の調査ではデータが少なく、今回の
調査で女性的・男性的に分類された語の精度、書きことばと話しことばという違
いから現れた結果の相違など、今後の研究課題がいくつも見られる。また、男女
差を示す要素には、今回分析した人称詞・文末詞・感動詞以外にも、音変化（促
音便・長音化・音便化）・イントネーション・語彙（副詞、接頭辞「お」「ご」等）・
敬語（丁寧さ）など、様々なものがある。今後女ことばと男ことばの研究を進め
ていくにあたり、さらに多くのデータを収集し、上に挙げた要素も分析の観点に
加え、考察を深める必要があるであろう。
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